
境南中央公園 
ワークショップ 第１回 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21年 9月 2日（水）に、境南中央公園（境南町 4-21）の第１回ワークショップを開催し
ました。 
当日は、公募による市民 17 名が参加され、主に公園計画地を取り巻く諸条件の確認と計画づ

くりに向けた意見交換を行いました。続く第２回は、今回の成果を踏まえて平成 21年 9月 30日
（水）に開催します。（主に公園のアイデア出しを行う予定です） 

 
 

第１回のテーマ：公園計画地と周辺の現況を確認しよう 

主な内容：①公園計画地と周辺に係わる諸条件などを確認しました 

         ②公園計画で大切にしたいことや気になることなどを出し合いました 

項 目 主な内容 

1)参加者自己紹介 ・参加者全員で自己紹介をしました 

2)計画地と周辺につい

ての説明 

・本公園の位置づけや現況 

・周辺公園の施設内容など 

・公園づくりの基本的な条件など 

3)計画をはじめるにあ

たっての意見交換 

・グループに分かれて意見を出し合いました 

「大切にしたいこと」 

「気になること」 

「必要なこと」など 

4)グループ発表 
・グループ毎に本日の成果を発表してみんなの意見を共有しま

した 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 公園の現況 
 ワークショップのようす 
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グループによる意見交換の結果をまとめると次のようになりました。 

Ａグループ 

・利用者は子どもが中心だが遊具は置かなくてよい 
・自由に遊べる運動広場、芝生が望ましい 

・人工芝がよい 
・夜間（利用するような）照明はしない 
・小中高生向きのレクリエーション的な公園 
・横河グランドのような高齢者向けゲートボール場も 

・運動できる公園 
・ランニングできるようなコース 
・住宅地の中心にある公園ということ 
・夜、静かなところに人がたくさん集まって、人の声がこだましてしまうような状況は避けたい 

・子どもが走り回れる、裸足で遊べる、寝転がれる 
・芝生が中心（天然芝） 
・大人や老人が運動できる 
・ボール遊び（ミニサッカー、タッチフットボール、キャッチボール）ができる 
・お弁当が広げられる 
・広さを生かした公園づくりで、あまり細かなゾーニングはしない 
・幼児から年配の方まで幅広く憩える場に 
・緑豊かな、また季節の花・花木など豊かに植え、今薄れている季節を大切にする 
・水辺のある場所やビオトープなど 
・芝生のある広場もあるとよいと思う 
・トイレは明るく清涼感のある建物があるとよい 
・走れるコースがある 
・福祉作業所の方々にも手伝ってもらえるような 
・もみじ山公園は花火の後始末がよくない 
・今はゴミ捨てがあったり違法駐車もあり、付近の迷惑を考える必要がある 
・子どもの声の騒音が心配、全てが広場では困る 
・林や森などみどり（雑木林）、自然のまま、自然を生かす 
・管理の負担が無いように、管理を考えて公園をつくる 
・管理棟をしっかりつくる 
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Ｂグループ 

・駐輪・駐車について 南前面道路の拡幅及び駐車・駐輪の禁止 

・路上でのボール遊び→音の迷惑、危険 

・中高生がたむろしない（お祭りを除きふだんは花火などさせない） 

・門をしっかりと時間で施錠（例えば朝 9時から夜 7時まで） 

・のんびりするスペース（小さなお子さんから老人まで）があるといい 

・トイレがほしい（防犯問題や設置場所の問題があるので是非が問われる） 

・自転車練習道路がほしい（ウォーキング用道路のようなもの） 

・防犯を考えたつくり 

・半分を緑化、半分を遊びスペースにしてみる 

・出入口がむずかしい 

・騒音について住宅地の真ん中なので気をつけてほしい 

・防災機能など周りの人に受け入れられるものを 

・管理棟 管理の必要を最小限にする工夫 

・テーマを決める 

・防災機能の充実（この地域は消防車が入らない） 

・ボール遊びができる（ネットを張る）騒音防止は考えよう 

・北側の一部の土地を市が買い取り入口をもう一つつくる 

・年寄りが木陰で集い話し合いができる環境 

・防災用倉庫をつくる 

・コミュニティー機能を持つ（お祭りができる） 

・地域の備品をしまっておきたい 

・ゴミの問題（ビン、缶、生活ゴミ、犬のフン） 

・犬の散歩をどうするか 

・芝生や緑やシンボルツリーのある公園 

・風が強く、草がないと砂ぼこりがひどい 

・植栽や花壇などの管理に福祉の人々（老人、障害者等）の働く場として（無償ではなく） 
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Ｃグループ 
・夜に人がたむろするのはよくない 

・利用時間制限も検討 

・ボール遊びが迷惑にならないよう防球フェンスを 

・子どもが思いきり遊べる   ・ボール遊びフリスビー、パークゴルフなど 

・フリーマーケット 

・広さを生かしたい あれもこれもにしない   ・広い天然芝 砂ぼこり防止 

・出入口が１方向なので道路面は広く開口させる 

・今すぐに見映えのよいものを作るのでなく 子どもたちの将来を考えた公園 

・転入者を引き寄せる この地域に住みたいなと思える公園 

・地域に住む小学生に意見を聞いたみたい（ＰＴＡや青少協の方に協力してもらう） 

・シンプルな東屋で世間話ができる 屋根の雨水を貯める（ＰＲ） 

・コミュニティーガーデン 生ゴミや落ち葉の堆肥化 

・まだ現地がイメージできていない（ハートランド富士見にはよく行く） 

・目的別にコーナーを決める 

・遊具をリストアップしてみてはどうか 

・枯れ草が飛んできたり、虫が入ってくる、ゴミが捨てられるなど 草刈りをよくやってほしい

・寝転がれるところ 芝生もよい 

・収益のあげられるフリーマーケット ・遊具利用１回 100 円とか ペタンクなど有料で提供 

・高齢者や障害者、子どもたちが体を曲げられるような遊具 

・管理はきちんと すぐ錆びるのはよくない 

・近隣の福祉作業所の人たちが働く場所   公園を就労の場に（草刈りや落ち葉掃きなど） 

・小さい管理棟があり大人が常駐するなど 

・夜は閉門する公園もある（昭和記念公園など） 

・空き地でホームレスが寝ていたことがあり対応の仕方が分からず怖かった 

・花火をしたい若者もいるだろう 

・近所で交代で鍵を持つとか 出入口の条件について考える 

・路上駐車の問題 私有の道もある 

・子どもを中心にする 午前中は乳幼児や親子 午後は自然とこどもたちが集まってくる 

・子どもが行けば誰かがいる公園 

・遊具は固定せず自由な発想で使えるもの 

・砂場がほしい 水飲み場も 

・ボールやスポーツＯＫとしたいが近隣への音問題も考える 

・雨水を使って花壇に水やり   ・花が咲く木がある 

・一時的な避難場所 
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